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忘
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申
請
期
限
は
６
月
30
日
で
す  
 平

成
23
年
度
の
交
付
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、

交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

新
た
に
交
付
金
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
書
類
等
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
米
原
市
農
業
再
生
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　
農林振興課内 農業再生協議会（伊吹庁舎）1５８ー２２２８ 5５８ー１７１９
近畿農政局滋賀農政事務所　1５２ー５８９０
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交
付
金
の
種
類
に
つ
い
て

■
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

販
売
目
的
で
対
象
作
物
を
生
産
す
る

販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
戦
略
作
物
助
成

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

３
５
０
０
０
円
／
10
a

米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

８
０
０
０
０
円
／
10
a

そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

２
０
０
０
０
円
／
10
a

②
耕
畜
連
携
助
成

１
３
０
０
０
円
／
10
a

③
二
毛
作
助
成
　
１
５
０
０
０
円
／
10
ａ

■
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
の
当
年
産

の
出
荷
・
販
売
数
量
に
基
づ
き
、
品
質
に

応
じ
た
単
価
（
全
国
一
律
）
に
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
。

④
産
地
資
金(

市
協
議
会
で
設
定)

野
菜
・
花
き
・
特
用
作
物
助
成

３
０
０
０
０
円
／
10
ａ

地
力
増
進
作
物
・
景
観
形
成
作
物
助
成
　
　

８
０
０
０
円
／
10
a

麦
あ
と
野
菜
・
花
き
・
特
用
作
物
助
成

１
５
０
０
０
円
／
10
a

担
い
手
加
算
　

５
０
０
０
円
／
10
a

団
地
化
加
算
　

２
０
０
０
円
／
10
a

■
米
の
所
得
補
償
交
付
金

１
５
０
０
０
円
／
10
ａ

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
を

行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
自
家
消
費
米
相

当
分
と
し
て
一
律
10
a
控
除
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

商工観光課からのおしらせ 

農林振興課からのおしらせ 

５
月
20
日
か
ら
22
日
の
３
日
間
、
修
学

旅
行
と
し
て
横
浜
市
か
ら
中
学
生
69
人
が

米
原
市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
伊
吹
北
部
地
域
の
家
庭
で
の
受

け
入
れ
で
、
生
徒
た
ち
は
、
３
〜
４
人
の

グ
ル
ー
プ
で
18
の
家
庭
に
分
か
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
山
菜
採
り
や
川
魚
釣
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
２
か
月
前
に
修
学
旅
行
受
け
入
れ
を
お

受
け
し
た
も
の
の
、
何
を
さ
せ
よ
う
か
と

心
配
し
ま
し
た
。
で
も
、
孫
と
の
交
流
も

で
き
た
し
、『
お
い
し
い
』
っ
て
喜
ん
で
ご

は
ん
を
食
べ
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
大
久
保
の
川か

わ

瀬せ

四し

郎ろ
う

さ

ん
。そ

の
他
の
受
け
入
れ
家
庭
の
み
な
さ
ん

も
当
初
戸
惑
い
が
あ
っ
た
方
が
多
い
よ
う

で
し
た
が
、
時
間
と
共
に
親
し
み
が
増
し
、

最
後
に
は
「
受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

し
み
じ
み
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

受
入
れ
先
　
募
集
に
つ
い
て

市
で
は
、
今
後
も
教
育
旅
行
民
家
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
家

庭
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
概
要
】

①
宿
泊
受
入
の
対
象
は
小
学
校
５
年
生
〜
高
校

２
年
生
で
す
。

②
空
い
て
い
る
専
用
の
寝
室
が
１
部
屋
以
上
、

人
数
分
の
ふ
と
ん
が
あ
れ
ば
受
入
が
で
き
ま
す
。

③
今
年
は
６
月
、
10
月
に
も
実
施
予
定
で
す
。

④
ご
家
族
の
都
合
を
優
先
し
ま
す
。

おいしいって喜んで
食べてくれたのが、ありがたい。

お
問
い
合
わ
せ

経
済
環
境
部
商
工
観
光
課（
伊
吹
庁
舎
）

1
５
８
ー
２
２
２
７
5
５
８
ー
１
１
９
７




